
漢語と越俗語に向き合う家持の歌と注

Ｉ特集・変成する言葉Ｉ謀罐の書物
Ｉ

家
持
越
中
期
、
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
春
正
月
二
九
日
の
作
に
右
の

（１）

よ
う
な
歌
群
が
あ
る
。
越
中
に
赴
任
し
て
二
度
目
の
春
正
月
、
越
中
国
府

付
近
、
信
濃
の
浜
（
四
○
二
○
）
付
近
か
ら
見
た
景
に
触
発
さ
れ
て
詠
ん

だ
歌
群
で
あ
る
。
歌
群
は
基
本
的
に
一
字
一
音
表
記
だ
が
、
冒
頭
に
「
東

風
」
と
あ
り
、
注
で
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
。
あ
ゆ
の
か
ぜ

は
万
葉
集
中
に
他
に
三
例
あ
る
が
（
⑰
四
○
○
六
、
⑱
四
○
九
三
、
⑲

｜
、
は
じ
め
に

東風錘峠嬬檸銅嶬之いたくふくらし奈呉のあまのつりするをぶれこ

ぎ
か
く
る
見
ゆ

（⑰四○一七）

み
な
と
か
ぜ
さ
む
く
ふ
く
ら
し
奈
呉
の
江
に
つ
ま
よ
び
か
は
し
た
づ
さ
は

に
な
く
〈
一
云
た
づ
さ
わ
く
な
り
〉
（
⑰
四
○
一
八
）

あ
ま
ざ
か
る
ひ
な
と
も
し
る
く
こ
こ
だ
く
も
し
げ
き
孤
悲
か
も
な
ぐ
る
日

も
な
く

（⑰四○一九）

こ
し
の
う
み
の
信
濃
坤
名
の
は
ま
を
ゆ
き
く
ら
し
な
が
き
は
る
ひ
も
わ
す

れ
て
お
も
へ
や
（
⑰
四
○
二
○
）

右
四
首
、
天
平
廿
年
春
正
月
廿
九
日
、
大
伴
宿
祢
家
持

漢
語
と
越
俗
語
に
向
き
合
う
家
持
の
歌
と
注
奥
田
和
広

-
１
１
巻
第
十
七
・
四
○
一
七
の
「
東
風
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

四
二
一
三
）
、
当
歌
以
外
は
す
べ
て
一
字
一
音
表
記
で
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
季
節
は
当
歌
の
み
春
正
月
で
、
他
の
三
例
は
四
月
、
五
月
の
風
を
詠

んでいる。

［
肌
］
か
き
数
ふ
二
上
山
に
神
さ
び
て
立
て
る
っ
が
の
木
本
も
枝
も

同
じ
常
磐
に
は
し
き
よ
し
我
が
背
の
君
を
朝
去
ら
ず
逢
ひ
て
言

問
ひ
夕
さ
れ
ば
手
携
は
り
て
射
水
川
清
き
河
内
に
出
で
立
ち
て

［
船
］
あ
ゆ
を
い
た
み
（
安
由
乎
疾
）
奈
呉
の
浦
回
に
寄
す
る
波
い
や

千
重
し
き
に
恋
ひ
渡
る
か
も

（
⑲
四
一
三
三
・
京
の
丹
比
家
に
贈
る
．
家
持
）

あ
や
に
と
も
し
み
し
の
ひ
つ
つ
遊
ぶ
盛
り
を
…

（
⑰
四
○
○
六
・
京
に
入
る
こ
と
漸
く
近
づ
き
、

悲
情
擬
ひ
難
く
し
て
懐
を
述
ぶ
る
一
首
・
家
持
）

［
腿
］
英
遠
の
浦
に
寄
す
る
白
波
い
や
増
し
に
立
ち
し
き
寄
せ
来
あ

我
が
立
ち
見
れ
ば

多
久
之
布
氣
婆
）

葦
刈
る
と
海
人
の
小
舟
は
入
江
漕
ぐ
梶
の
音
高
し

ゆ
を
い
た
み
か
も
（
安
由
乎
伊
多
美
可
聞
）

（
⑱
四
○
九
三
・
英
遠
の
浦
を
行
く
日
に
作
る
歌
・
家
持
）

あ
ゆ
の
風
い
た
く
し
吹
け
ば

に
は
白
波
高
み
つ
ま
呼
ぶ
と
渚
烏
は
騒
ぐ

夏
期
セ
ミ
ナ
ー

増
に
出
で
立
ち
て

（
安
由
能
加
是
伊

そ
こ
を
し
も
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特集・変成する言葉

当
歌
群
の
一
、
二
首
目
に
つ
い
て
は
先
行
す
る
⑰
四
○
○
六
の
傍
線
部

（２）

と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
他
三
例
の
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
が
一
字
一

音
で
表
記
さ
れ
、
こ
の
歌
群
（
巻
）
が
一
字
一
音
を
基
本
と
し
て
い
る
な

か
で
、
当
歌
の
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
の
み
が
「
東
風
」
と
漢
語
表
記
さ
れ
、

そ
の
う
え
で
訓
み
を
注
記
し
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ

ろうか。
当
歌
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
議
論
は
次
の
三
点
に
大
き
く
ま
と
め
る

（３）

こ
と
が
で
き
る
。
一
、
「
東
風
」
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
と
は
何
か
。
二
、
歌
の

構
成
に
つ
い
て
連
作
と
認
め
る
か
ど
う
か
。
三
、
家
持
が
俗
語
を
歌
に
詠

む
こ
と
に
つ
い
て
。

（４）

黒
川
氏
に
よ
り
「
東
風
」
は
春
風
の
意
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
以
来
、

そ
れ
を
認
め
る
立
場
も
認
め
な
い
立
場
も
「
東
風
」
を
春
風
の
意
と
理
解

し
て
適
否
の
議
論
を
す
す
め
て
き
た
。
し
か
し
、
漢
語
の
「
東
風
」
は
春

風
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
文
脈
を
抱
え
た
語
と
し
て
あ
る
。
他
の

「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
に
は
一
宇
一
音
表
記
を
用
い
、
当
歌
に
だ
け
注
記
を
必

要
と
す
る
漢
語
表
記
「
東
風
」
を
用
い
て
春
正
月
の
歌
と
し
て
載
せ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
当
時
の
官
人
た
ち
が
漢
籍
を
広
く
学
ん
で
い
た
こ
と
を

考
え
あ
わ
せ
る
と
、
春
風
や
東
か
ら
の
風
を
い
う
以
上
の
意
味
、
す
な
わ

ち
漢
語
の
「
東
風
」
の
文
脈
（
後
述
）
を
認
め
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

漢
語
の
「
東
風
」
の
文
脈
を
た
ど
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
歌
表
記
と
注

と
の
関
わ
り
合
い
を
分
析
し
、
歌
の
様
相
や
詠
み
手
家
持
の
向
き
合
っ
て

い
る
も
の
を
考
え
た
い
。

二
、
漢
語
「
東
風
」
の
文
脈

「
東
風
」
は
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
風
土
記
・
懐
風
藻
に
用
例
が
無
く
、

風謂之涼風、詩云北風其涼。西風謂之泰風、詩云泰風有燧。（・・・）

四
時
が
和
し
、
お
だ
や
か
で
正
し
い
状
態
の
風
を
「
景
風
」
と
い
い
、

そ
の
一
つ
に
「
東
風
」
Ⅱ
「
谷
風
」
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
鄭
玄
注
は

毛
詩
を
引
用
し
て
谷
風
は
「
習
習
」
と
吹
く
と
い
う
。
注
に
引
用
さ
れ
る
『
毛

詩
」
を
見
て
み
る
と
、
『
毛
詩
』
巻
第
二
（
二
之
三
・
谷
風
の
毛
伝
に
は

次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
「
孟
春
之
月
」
に
あ
る
べ
き
状
態
を
述
べ
て
お
り
、
鄭
玄
注

に
よ
る
と
東
風
が
吹
い
て
東
を
解
く
「
東
風
解
凍
」
は
「
時
候
」
の
一
つ

と
い
う
。
こ
の
月
に
は
天
地
の
気
が
和
同
し
、
草
木
が
萌
動
す
る
と
い
う
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
「
爾
雅
』
巻
第
六
・
釈
天
第
八
に
は
以
下
の
よ
う
に

釈
し
て
い
る
。

［
船
］
春
為
二
青
陽
一
、
氣
清
而
温
陽
。
夏
為
二
朱
明
一
、
氣
赤
而
光
明
。
秋

為
二
白
藏
一
、
氣
白
而
收
藏
。
冬
為
二
玄
英
一
、
氣
黒
而
清
英
。
四
氣
和
謂
二

之玉燭一・道一光照一・春為二發生一、夏為二長扇一、秋為二收成一、

冬
為
一
安
寧
一
．
此
亦
四
時
之
別
號
。
Ｐ
子
、
閏
馴
劉
糾
剥
割
測
〉
・
四
時
和 （５）

先
行
研
究
の
指
摘
の
通
り
「
禮
記
』
月
令
第
六
・
孟
春
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

［側］詞割引司剖、日在二管室一、昏参中、旦尾中。〔注〕（…）為下

人君南面而蕊二天下一、視二時候一以授中民事上。（…）詞創削洲別痢、

蟄晶始振、魚上し泳、獺祭し魚、鴻鴫來。〔注〕閏調剤団函也。振、

動也。夏小正。正月啓蟄。魚捗負し沐。漢始亦以二驚蟄一為二正月中→・

此時魚肥美。獺將レ食し之、先以祭也。鴫自二南方一來、將三北二反其居ｂ

今月令、「鴻」皆為し「候」。（……）是月也、詞削到Ⅱ隅１-州對判判

風
謂
之
凱
風
、
詩
日
凱
風
自
南
。

為二通正一、通、平暢也。謂二之景風一

騰
、
天
地
和
同
、
草
木
萌
動

０

東
風
謂
之
谷
風
、
詩
云
習
習
谷
風
。

。所以致→景風｝。（…）
北 南
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漢語と越俗語に向き合う家持の歌と注

東
風
Ⅱ
谷
風
の
吹
く
様
子
「
習
習
」
は
「
和
調
」
で
あ
り
、
こ
の
部
分

は
朋
友
が
志
を
同
じ
く
す
れ
ば
恩
愛
が
成
り
立
つ
こ
と
を
職
え
て
い
る

（興）という。

以
上
、
経
書
類
の
「
東
風
」
の
文
脈
を
確
認
し
て
き
た
が
、
『
文
選
』

（６）

第
一
巻
・
京
都
上
・
班
孟
堅
・
雨
都
賦
・
東
都
賦
・
露
臺
詩
の
例
も
興
味

深い。［
肥
］
割
詞
劉
雨
風
、
祁
祁
甘
雨
。
毛
詩
日
率
倒
割
割
剥
。
禮
斗
威
儀
日
亜
君
乘

火而王、刻蜘矧剰刈制訓圃測到。宋均日率則尉風也、其來長二養萬物一。

毛詩日弛興雨祁祁。尚書考霊曜日卵焚惑順行、甘雨時也。

李
善
注
に
毛
詩
や
禮
斗
威
儀
や
宋
均
を
引
い
て
、
「
祥
風
」
を
「
谷
風
」

と
理
解
し
、
政
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
証
と
し
て
の
「
祥
風
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
景
風
」
で
あ
り
、
万
物
を
長
養
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
政
治
と
「
東
風
」
の
関
係
を
見
て
い
く
と
、
他
に
は
『
藝

（７）

文
類
聚
」
巻
一
・
天
部
上
・
風
に
、

刷
訓
１
圏
鬮
型
Ⅲ
閉
劉
剖
判
尉
利
則
劃
謂
闘
Ｊ
謝
謝
淵
淵
詞
劉
。

「
東
風
」
と
は
「
谷
風
」
の
こ
と
で
、
お
だ
や
か
で
ゆ
る
や
か
な
状
態

を
い
い
、
陰
の
気
と
陽
の
気
が
和
し
て
い
る
と
吹
き
、
夫
婦
が
和
し
家
も

安
泰
で
跡
継
ぎ
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
よ
く

似
た
歌
と
い
わ
れ
る
「
毛
詩
』
巻
第
十
三
（
十
三
之
一
）
谷
風
之
什
に
は

次の通り。

［Ｗ］習習谷風、維風及雨。〔伝〕興也。風雨相感、朋友相須。〔菱〕

［船］習習糊ヨ側以陰以雨〔伝〕興也。「

［的］爾雅日「

ｉ

行

朋

友

、

貝

菱云、

之
貌
。
東
風
調
合

’
二
Ｆ
二

四
氣
和
為
二
通
正
一
、
謂
二
之
景
厨

一（●●。） 習
習
」
、
和
野
貌
。
東
風
謂
一
・
之
「
谷

・興者。剛耐創劇剛１則

｜・南風謂二之凱風一、

荊討剛荊訓胤創馴、北風謂二之涼風一、西風謂二之泰風一・」（：。）

（ママ）

禮
記
日
「
立
冬
之
日
、
東
風
解
し
東
。
」
禮
稽
命
徴
日
「
出
訓
調
制
１

倒
剖
用
例
利
釧
馴
囲
測
到
。
」
孝
經
援
神
契
日
「
樹
到
訓
劉
刈
刈
則
梢

風到。」（…）

と
あ
る
。
「
風
」
部
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
爾
雅
』

や
「
禮
記
』
を
引
い
て
い
る
が
、
そ
の
直
後
の
「
禮
稽
命
徴
」
や
「
孝
經

援
神
契
」
に
は
、
天
子
の
号
令
に
民
心
が
合
致
し
、
天
子
の
徳
が
八
方
に

至
る
と
吹
く
も
の
と
し
て
「
祥
風
」
を
挙
げ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
「
尚

書
』
周
書
・
洪
範
第
六
に
も
あ
り
、
君
が
「
聖
」
を
行
っ
て
い
る
と
時
風

がしたがうとある（聖時風若。君能通し理則時風順し之）。

こ
の
よ
う
に
、
家
持
を
は
じ
め
と
す
る
律
令
官
人
た
ち
に
と
っ
て
、
「
東

風
」
は
た
ん
に
春
風
と
い
う
以
上
の
意
味
、
（
１
）
天
子
（
天
皇
）
の
徳

が
行
き
渡
り
、
四
時
が
正
し
く
巡
行
し
て
い
る
証
と
し
て
の
景
風
・
祥
風
、

（
２
）
陰
陽
調
和
し
て
、
お
だ
や
か
で
、
夫
婦
が
和
す
「
和
」
の
風
、
と

い
う
文
脈
と
と
も
に
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
読
み
の
分
析
に
入
る
前
に
注
記
の
形
式
に
つ

い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
四
○
一
七
の
割
注
は
「
東
風
」
の
訓
み
を
示

し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
訓
の
注
記
の
形
式
は
万
葉
集
に
大

（８）

き
く
三
つ
あ
る
。
（
１
）
反
切
の
方
法
に
学
び
、
「
反
」
「
変
」
を
用
い
る

も
の
（
⑤
八
九
四
、
⑧
一
四
六
○
、
⑯
三
八
一
七
、
⑯
三
八
三
九
、
⑯

三
八
五
三
）
。
（
２
）
書
籍
や
学
説
、
発
言
な
ど
を
引
用
す
る
際
の
形
式
「
日
」

「
云
」
を
用
い
る
も
の
（
③
四
三
一
、
⑥
一
○
二
八
、
⑨
一
七
五
九
、
⑯

三
八
○
九
、
⑯
三
八
三
九
）
。
（
３
）
説
明
．
名
づ
け
・
語
釈
の
形
式
「
謂

｜｜｜、注記の形式について

- ７３ -



特集・変成する言葉

（⑰四○一七・大伴家持）

［別］毎年永く矧判詞圃。割副刑澗」〉（⑲四一六八・大伴家持）

［別］見我保之御面。：〈側詞酬圃凶式謁渕石和」〉

（⑲四一六九・大伴家持）

こ
の
う
ち
（
３
）
の
用
法
は
越
中
期
以
降
の
家
持
の
み
に
用
い
ら
れ
て

いる。（１）（２）のように漢字音や「訓み」を示すというよりも、

同
義
の
語
を
示
し
た
り
、
名
づ
け
た
り
、
別
語
に
言
い
換
え
た
り
す
る
用

（
之
）
」
を
用
い
る
も
の
（
⑰
四
○
一
七
、

［岨］過二勝鹿真間娘子墓一時：．〈

乃亘胡」〉

乃
亘
胡
」
〉
（
③
四
三
一
題
詞
・
山
部
赤
人
）

［
Ⅱ
］
勅
旨
〈
同
国
剴
対
剣
」
〉
…
船
舳
永
合
四
国
剴
荊
詞
調
制
刎
」
〉

（⑤八九四・山上憶良・好去好来歌）

［ｕ］小獣泄一一走都里之中一・・：〈馴劉倒目コ型剖訓佃鮒」〉

（⑥一○二八題詞・大伴坂上郎女）

［過］戯奴〈関目剴利剣」〉．：

（⑧一四六○・紀女郎贈一大伴宿祢家持一歌）

［旧］東風〈

（⑨一七五九・登二筑波嶺一為二擢歌會一日作歌・高橋虫麻呂）

［咽］籠薄之後還賜寄物（矧同．前劉謝」〉（⑯三八○九左注）

［
賂
］
田
盧
〈
副
闘
對
到
到
劉
剣
出
目
凶
（
⑯
三
八
一
七
）

［Ⅳ］氷魚曽懸有〈闘旬同国．倒幽調杣洞」〉

（⑯三八三九・無心所著歌・安倍子祖父）

［肥］武奈伎取喫〈．羽幽。図幽〉

（⑯三八五三・噛咲痩人歌・大伴家持）

戸
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Ｌ-」

性
集
加
賀
布
擢
歌
永
…
〈

越
俗
括
東
ｒ
凋
之
安
由
乃
丁
《

唯
歌
者
東
俗
五
賀
我
比

⑲
四
一
六
八
、
⑲
四
一
六
九
）
。

俗
語
弓
「
可
豆
思
賀
能
麻
末

…

」〉

法
で
、
爾
雅
や
毛
詩
の
注
記
に
あ
る
「
東
風
謂
之
谷
風
」
と
同
型
で
あ
り
、

「
Ａ
謂
之
Ｂ
」
と
い
う
形
で
、
Ａ
を
説
明
す
る
の
に
Ｂ
を
同
義
の
語
と
し

て
提
示
し
て
い
る
。
家
持
が
毛
詩
の
伝
・
菱
（
［
船
］
［
Ｗ
］
）
や
爾
雅
「
東

風
謂
之
谷
風
」
（
［
開
］
）
に
習
っ
て
「
東
風
」
の
訓
み
を
示
す
の
に
用
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

俗
語
の
注
記
と
し
て
同
類
と
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
用
例
［
皿
］
［
Ｍ
］

は
「
云
」
「
日
」
を
用
い
て
俗
語
を
引
用
し
て
示
し
て
い
る
が
、
当
歌
は

引
用
と
言
う
よ
り
は
名
づ
け
た
り
言
い
換
え
た
り
す
る
用
法
で
あ
る
。
こ

こ
し
く
に
ひ
と
こ
と
ば
、

の
部
分
の
訓
読
は
、
用
例
［
皿
］
［
Ⅲ
］
と
同
様
に
「
越
の
俗
の
語
に

、

東
風
を
あ
ゆ
の
か
ぜ
と
い
ふ
」
（
新
全
集
）
な
ど
と
訓
ま
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
漢
語
の
語
順
か
ら
考
え
る
と
、
「
越
俗
語
東
風
」
に
対
し
て
「
あ

ゆ
の
か
ぜ
」
を
同
義
語
と
し
て
提
示
し
て
い
る
、
つ
ま
り
「
越
の
俗
の
語

の
東
風
を
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
と
謂
ふ
」
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
異

な
る
位
相
に
あ
る
語
を
結
び
つ
け
て
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
を
「
東
風
」
と
し

て
歌
に
詠
む
こ
と
、
越
の
俗
の
風
物
を
祥
風
の
景
と
し
て
歌
に
詠
む
こ
と

を
、
家
持
が
試
み
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
家
持
は
注
を
歌
の
末
尾
に
回
し
た
り
、
左
注
に
書
い
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歌
の
中
に
割
注
と
し

て
付
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
注
に
よ
っ
て
歌
を
補
足
す
る
家
持
の
姿

勢
は
、
と
も
す
る
と
、
歌
と
向
き
合
っ
て
い
な
い
と
か
、
歌
の
表
現
と
し

て
自
立
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
お
そ
ら

く
そ
の
評
価
は
あ
た
っ
て
い
な
い
。
家
持
は
、
他
の
表
現
の
可
能
性
を
試

み
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
注
付
き
の
歌
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
歌
群
の
冒
頭
に
一
見
す
る
と
漢

籍
の
本
文
と
注
の
よ
う
に
も
見
え
る
文
字
列
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
付
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禮
記
月
令
［
“
］
が
「
孟
春
」
の
景
と
し
て
「
東
風
」
を
挙
げ
て
い

た
が
、
当
歌
に
お
け
る
暦
の
問
題
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
家
持
は
越
中

赴
任
後
、
暦
日
や
節
気
に
基
づ
い
て
詩
や
歌
を
な
す
こ
と
が
散
見
さ
れ

る
。
天
平
十
九
年
上
巳
付
近
の
池
主
と
の
や
り
取
り
（
⑰
三
九
六
五
序
～

三
九
七
七
）
、
同
じ
く
天
平
十
九
年
立
夏
四
月
付
近
の
震
公
鳥
を
め
ぐ
る

雌歌（⑰三九八三一二九八四）、天平二十年四月一日の立夏をめぐ

嗽る霊公烏の歌（⑰四○六六～四○六九）、などである。

耕当時国司に頒布されていた暦（儀鳳暦）では、天平二十年正
（９）

舗月一一十九日は正月の末日で、節気は雨水・二月節にあたる。正

き
月
の
末
日
・
雨
水
二
月
節
に
「
東
風
」
を
詠
む
と
は
少
し
遅
い
よ
う
に
も

向癖
輯
篭
繁
霊
篭
簾
蕊
潔
瞳
塞

馳を詠むことに意味があると考えられる。

雛家持は、禮記月令、その他漢籍の文脈にのっとり、「あゆの

か
ぜ
」
を
孟
春
の
風
「
東
風
」
に
通
じ
る
「
越
俗
語
東
風
」
と
み
な
し
、

そ
の
東
風
が
孟
春
の
末
日
に
い
た
く
吹
い
て
い
る
景
を
詠
ん
で
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
あ
ゆ
の
か
ぜ
は
他
の
例
で
は
四
月
、
五
月
に
詠
ま
れ
る
夏
の

風
で
あ
る
。
正
月
の
奈
呉
の
江
に
吹
い
て
い
る
風
を
そ
の
よ
う
な
通
常
な

ら
夏
の
風
で
あ
る
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
と
見
な
し
、
さ
ら
に
そ
の
「
あ
ゆ
の

か
ぜ
」
を
「
東
風
」
に
通
じ
る
「
越
俗
語
東
風
」
と
見
な
す
こ
と
で
、
末

日
で
は
あ
る
も
の
の
孟
春
に
ふ
さ
わ
し
い
景
と
し
て
歌
に
詠
ん
で
い
る
の

である。

け
加
え
て
お
き
た
い
。

四
、
「
祥
風
」
と
し
て
の
「
東
風
」

そ
し
て
、
こ
こ
で
は
家
持
が
風
を
身
に
感
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

あ
ま
の
舟
が
こ
ぎ
か
く
れ
た
り
、
た
づ
が
鳴
い
た
り
す
る
景
に
も
と
づ
い

て
「
い
た
く
ふ
く
ら
し
」
と
「
ら
し
」
を
用
い
て
推
量
・
推
定
し
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
持
統
天
皇
の
二
八

番
歌
「
春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
」
と
は
歌
を
詠
む
資
格
も
場
所
も
大
き
く

異
な
る
が
、
越
中
国
に
お
い
て
暦
に
適
っ
た
風
「
東
風
」
を
見
出
し
、
「
ら

し
」
と
宣
言
す
る
こ
と
は
、
天
皇
の
治
め
る
土
地
で
天
皇
の
徳
の
及
ぶ
さ

ま
を
国
守
と
し
て
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
越
中
と
い
う
辺
境
に
お
い

て
も
祥
風
で
あ
る
「
東
風
」
が
吹
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
徳
が
行
き

わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
見
出
す
詠
み
手
家
持
は
、
歌
を
も
っ
て
国
守
た
る

（旧）

う
と
す
る
家
持
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

当
歌
群
の
構
成
に
つ
い
て
、
四
首
で
ひ
と
ま
と
ま
り
の
意
識
を
認
め
る

立
場
と
、
二
首
ず
つ
並
べ
ら
れ
た
結
果
で
四
首
ひ
と
ま
と
ま
り
の
意
識
を

認
め
な
い
立
場
と
あ
る
が
、
歌
群
の
表
現
が
先
行
す
る
鵯
旅
歌
の
類
型
表

現
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
、
旅
先
で
の
景
と
そ
れ
に
よ
っ
て
か
き
立
て
ら

れ
る
郷
愁
・
恋
を
詠
む
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
は
共
通

し
て
い
る
。
こ
の
構
成
に
つ
い
て
当
歌
群
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
地
名
「
奈（Ⅲ）

呉
」
か
ら
三
首
目
の
「
和
ぐ
」
へ
と
連
想
が
働
い
て
い
る
と
見
る
説
が
あ
る
。

越
中
の
地
名
「
奈
呉
」
と
心
が
「
和
ぐ
」
と
が
つ
な
が
る
用
例
は
古
代

の
文
献
に
見
出
せ
な
い
が
、
地
名
「
な
ど
」
が
恋
を
「
な
ぐ
さ
む
」
と
通

じ
る
例
や
、
地
名
「
す
か
」
と
心
「
す
か
な
し
」
を
繋
げ
る
例
は
、
先
行

研
究
の
指
摘
す
る
通
り
以
下
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

［
〃
］
大
汝
少
彦
名
の
神
こ
そ
ば
名
付
け
そ
め
け
め
名
の
み
を
名
児

五
、
「
和
」
の
風
と
し
て
の
「
東
風
」
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特集・変成する言葉

注
（
ｕ
）
清
原
氏
の
「
（
…
）
あ
る
地
名
の
同
音
か
ら
他
の
ひ
き
起
こ

さ
れ
る
感
情
を
思
う
歌
が
あ
り
、
特
に
「
須
加
の
山
」
に
至
っ
て
は
天
平

二
十
年
に
も
っ
と
も
近
い
頃
の
詠
歌
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
和
ぐ
る
」
の

背
後
に
も
そ
う
し
た
家
持
の
地
名
意
識
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。
即
ち
、
第
三
首
の
「
和
ぐ
る
」
の
背
景
に
は
「
奈
呉
」
か
ら
ふ
と
引

き
お
こ
さ
れ
る
感
情
「
和
ご
」
「
和
ぐ
」
が
存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な

（旧）

い
か
。
」
と
い
う
指
摘
が
、
漢
語
「
東
風
」
の
文
脈
を
ふ
ま
え
て
考
え
る

と
よ
り
一
層
興
味
深
く
見
え
て
く
る
。

見
て
き
た
よ
う
に
漢
語
の
「
東
風
」
は
「
和
」
と
親
和
性
を
も
っ
て
語

ら
れ
る
風
で
あ
っ
た
。
陰
陽
の
気
が
和
す
こ
と
、
男
女
・
夫
婦
が
和
す
こ

と
と
関
係
す
る
風
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
東
風
」
の
「
和
」
の

性
質
に
つ
い
て
の
知
が
、
清
原
氏
の
指
摘
す
る
「
和
ぐ
る
」
と
「
奈
呉
」

の
連
想
に
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

だ
が
、
上
代
の
用
例
を
見
る
限
り
で
は
、
漢
語
「
和
」
と
「
な
ぐ
」
は

簡
単
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
万
葉
集
で
「
和
」
の
訓
に
「
な
ぐ
」
を
あ
て

（旧）

た
も
の
は
な
く
、
古
訓
に
も
見
あ
た
ら
な
い
。
万
葉
集
で
は
「
和
」
は
「
や

は
す
」
「
に
き
」
（
キ
は
甲
類
）
と
訓
み
、
「
な
ぐ
」
「
な
ぎ
」
は
無
い
。

し
か
し
、
「
荒
・
あ
ら
」
の
対
と
し
て
、
男
女
が
親
し
く
す
る
「
に
き
」

と
海
藻
「
に
き
め
」
を
か
け
て
い
る
次
の
例
が
あ
る
。

戸

２４
ｰ な

く
に

（⑥九六三・大伴坂上郎女）

［
鴎
］
判
剴
叫
剖
矧
割
荊
剴
言
に
し
あ
り
け
り
濁
洞
調
剖
刻
到
封
国
剛
引

夜
麻
須
可
奈
久
能
未
也

重
も
慰
め
な
く
に
（
名
草
目
名
國

山
と
負
ひ
て
名
兒
山
跡
我
が
心
の
凹
め

心
に
は
緩
ぶ
こ
と
な
く
須
加
の
山
す
か
な
く
の
み
や

恋
ひ
渡
り
な
む
（
⑰
四
○
一
五
・
家
持
）

（⑦一二一三）’
や
恋
ひ
む
息
の
緒
に
し
て
（
⑬
三
二
七
三

ま
た
、
『
日
本
書
紀
』
の
訓
注
に
も
「
和
魂
服
王
身
而
守
寿
命
、
荒
魂

為
先
鋒
而
導
師
船
。
〈
和
魂
、
此
云
卸
耐
詞
墹
鋼
鬮
。
荊
測
、
此
云
阿
暹
禰

多
摩
。
〉
」
（
神
功
摂
政
前
紀
秋
九
月
）
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
旅
と
家
と
の
関
係
に
お
い
て
、
「
恋
」
と
「
な
ぐ
」

と
「
に
き
・
和
」
が
親
和
性
を
持
つ
語
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思

われる。
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
歌
群
の
前
二
首
は
⑰
四
○
○
六
［
仇
］

の
表
現
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
⑰
四
○
○
六
に
は
「
奈
呉
」

の
地
名
は
無
い
。
先
行
す
る
⑰
四
○
○
六
歌
の
表
現
を
ふ
ま
え
て
い
る
と

し
て
も
、
長
歌
か
ら
短
歌
二
首
へ
の
た
だ
の
再
構
成
で
は
な
い
。
当
歌
に

お
い
て
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
を
祥
風
で
あ
る
「
東
風
」
と
見
な
す
こ
と
を
通

し
て
、
「
恋
」
と
「
和
ぐ
」
と
い
う
心
情
も
ま
た
引
き
出
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
か
。
祥
風
と
し
て
の
東
風
を
詠
む
こ
と
で
同
時
に
東
風
の

「
和
」
す
る
風
と
し
て
の
文
脈
も
流
入
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
男
女
．

［
妬
］
角
島
の
瀬
戸
の
わ
か
め
は
人
の
む
た
荒
か
り
し
か
ど
我
と
は

和
海
藻
（
人
之
共
荒
有
之
可
杼
吾
共
者
和
海
藻
）
（
⑯
三
八
七
二

ま
た
、
⑬
三
二
七
二
は
用
字
は
「
親
」
だ
が
旅
と
家
の
対
に
お
い
て
、

家
は
ニ
キ
ブ
と
こ
ろ
、
旅
は
恋
す
る
と
こ
ろ
と
詠
ん
で
い
る
。

［
恥
］
う
ち
は
へ
て
思
ひ
し
小
野
は
遠
か
ら
ぬ
そ
の
里
人
の
標
結
ふ

と
聞
き
て
し
日
よ
り
立
て
ら
く
の
た
づ
き
も
知
ら
に
居
ら
く
の

奥
か
も
知
ら
に
回
劃
刑
削
Ｈ
ｕ
（
劉
劃
）
我
が
家
す
ら
を
草
枕
旅
寝

の
ご
と
く
思
ふ
そ
ら
苦
し
き
も
の
を
嘆
く
空
過
ぐ
し
得
ぬ
も
の

を
天
雲
の
ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
に
葦
垣
の
思
ひ
乱
れ
て
乱
れ
麻
の
つ

か
さ
を
な
み
と
蝿
、
Ｌ
ふ
る
千

人
知
れ
ず
も
と
な
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歌
群
冒
頭
の
表
現
「
東
風
」
と
そ
の
注
に
つ
い
て
、
漢
語
「
東
風
」
の

雄文脈をふまえて読み直すことを試みてきた。まず、漢籍の用例

棚をたどり「東風」はたんに春風という以上の意味、（１）天子（天

総皇）の徳が行き渡り、四時が正しく巡行している証としての景

舗風・祥風、（２）陰陽調和して、おだやかで、夫婦が和す「和」

雌の風、という文脈とともに理解されていたことをみた。

に
注
記
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
毛
詩
や
爾
雅
の
記
述
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ

壼叩俗
て
お
り
、
同
義
の
語
を
示
し
た
り
、
名
づ
け
た
り
、
別
語
に
言
い
換
え
た

蝿りする用法「謂之」を用いていることをみた。そのような形式

離を用いて越の俗の風物を祥風の景として歌に詠むことを家持が

試
み
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
歌
群
の
冒
頭
に
一
見
す
る
と
漢
籍
の
本

文
と
注
の
よ
う
に
も
見
え
る
文
字
列
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
み
た
。

続
い
て
、
「
東
風
」
Ⅱ
祥
風
と
い
う
文
脈
を
ふ
ま
え
て
考
え
た
際
に
、

越
中
と
い
う
土
地
で
暦
を
ふ
ま
え
て
歌
を
詠
み
、
天
皇
の
徳
治
を
歌
に

よ
っ
て
表
現
し
て
い
く
国
守
家
持
の
姿
を
読
み
と
っ
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
祥
風
と
し
て
の
「
東
風
」
を
詠
み
込
む
こ
と
で
、
同

時
に
「
和
」
の
風
と
い
う
文
脈
も
抱
え
込
む
こ
と
と
な
り
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
当
歌
群
の
地
名
「
奈
呉
」
と
心
「
和
ぐ
」
が
導
き
出
さ
れ
て
く
る

夫
婦
の
「
和
」
す
状
態
の
不
在
が
意
識
さ
れ
る
。
羅
旅
歌
に
お
い
て
旅
と

家
と
い
う
対
比
、
家
・
妹
の
不
在
に
よ
っ
て
「
恋
」
と
い
う
心
が
導
き
出

さ
れ
る
の
と
同
様
の
こ
と
が
「
東
風
」
と
書
く
・
詠
む
こ
と
で
も
起
こ
っ

て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
「
東
風
」
の
含
意
す
る
「
和
」
か
ら
心
の
「
奈
具
」

（
和
ぐ
）
・
地
名
「
奈
呉
」
へ
の
連
想
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

六
、
ま
と
め

可
能
性
を
述
べ
た
。

以
上
、
越
中
国
守
で
あ
る
家
持
が
漢
語
「
東
風
」
を
歌
に
詠
み
込
む
こ

と
で
歌
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
天
皇
の
徳
治
の
世
界

と
、
そ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
て
き
た
旅
人
の
恋
を
抱
え
る
詠

み
手
と
い
う
、
こ
と
ば
を
操
り
こ
と
ば
に
と
ら
わ
れ
る
詠
み
手
家
持
の
一

端
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
漢
語
と
越
俗
語
に
向

き
合
い
、
国
守
と
し
て
歌
を
書
く
こ
と
を
通
し
て
、
新
た
な
表
現
が
生
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
古
代
の
言
語
表
現
に
お
け
る
言
葉
の
変
成
を
見
て

と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

参
考
文
献

伊
藤
博
『
萬
葉
集
輝
注
九
』
（
集
英
社
．
一
九
九
八
年
）

猪
股
と
き
わ
「
大
伴
家
持
の
異
文
化
」
「
歌
の
王
と
風
流
の
宮
』
（
森
話

社
．
二
○
○
○
年
・
初
出
「
大
伴
家
持
の
「
異
文
化
」
」
『
日
本
文
学
』

一九九九年一月）

岡
田
芳
朗
（
編
）
『
日
本
暦
日
総
覧
』
具
注
暦
篇
古
代
中
期
１
（
本
の
友
社
．

一九九三年）

小
野
寛
「
東
風
あ
ゆ
の
風
考
」
『
駒
沢
国
文
』
二
五
号
・
一
九
八
八
年

小
野
寛
「
大
伴
家
持
天
平
二
十
年
正
月
四
首
の
構
成
」
『
論
集
上
代
文
学
」

十
六
冊
（
笠
間
書
院
・
一
九
八
八
年
）

清
原
和
義
「
大
伴
家
持
の
〃
奈
呉
の
海
″
考
」
「
武
庫
川
国
文
」
二
五
号
・

一
九
八
五
年

黒
川
総
三
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
私
見
」
『
万
葉
』
八
二
号
．
一
九
七
三
年

小
泉
道
昌
万
葉
集
』
に
存
す
る
訓
注
に
つ
い
て
」
『
光
華
女
子
大
学
研
究

紀
要
」
二
九
号
．
一
九
九
一
年

島
田
裕
子
「
大
伴
家
持
天
平
二
十
年
春
正
月
の
歌
」
「
日
本
文
学
研
究
（
梅
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特集・変成する言葉

注
（
１
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
の
原
文
に
よ
り
、
訓
字
表

記
を
活
か
し
、
音
字
表
記
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
訓
読
文
を
示
し
た
。

地
名
は
原
文
表
記
を
残
し
た
。

（
２
）
再
構
成
し
た
も
の
、
と
も
い
わ
れ
る
（
橋
本
達
雄
『
万
葉
集
全
注

巻第十七』、他）。

（
３
）
論
文
末
の
参
考
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

（
４
）
黒
川
総
三
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
私
見
」
「
万
葉
」
八
二
号
．
一
九
七
三
年

（
５
）
経
書
の
引
用
は
十
三
経
注
疏
整
理
本
（
北
京
大
学
出
版
、

二
○
○
○
年
）
に
よ
り
、
新
釈
漢
文
大
系
を
参
考
に
本
文
・
注
に
返

り
点
を
付
し
た
。

（
６
）
『
文
選
」
お
よ
び
李
善
注
の
引
用
は
上
海
古
籍
出
版
社
本
に
よ
っ
た
。

（
７
）
中
華
書
局
本
（
一
六
・
一
七
頁
）
に
よ
り
、
返
り
点
を
付
し
た
。

光
女
学
院
大
学
）
」
第
二
七
号
．
一
九
九
一
年

清
水
章
雄
「
ら
し
」
『
古
代
語
誌
』
（
桜
風
社
．
一
九
八
九
年
）
、
「
「
ら
し
」

の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
『
古
代
文
学
』
三
三
号
・
一
九
九
四
年

武
田
祐
吉
『
増
訂
萬
葉
集
全
註
鐸
十
二
（
角
川
書
店
・
一
九
五
七
年
）

多
田
一
臣
「
越
中
の
風
土
ｌ
都
と
鄙
（
一
）
」
「
大
伴
家
持
」
（
至
文
堂
・

一九九四年）

多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
第
六
巻
』
（
筑
摩
書
房
・
二
○
一
○
年
）

橋
本
達
雄
「
家
持
の
連
作
二
題
」
『
専
修
国
文
』
第
三
十
号
．
一
九
八
二

年
橋
本
達
雄
『
万
葉
集
全
注
巻
第
十
七
」
（
有
斐
閣
・
一
九
八
五
年
）

森
朝
男
「
天
平
二
十
年
正
月
連
作
四
首
」
『
セ
ミ
ナ
ー
古
代
文
学
｜
霊
・
家

持
の
歌
を
読
む
Ⅱ
」
一
九
八
七
年

柳
田
国
男
「
風
位
考
」
（
ア
イ
ノ
カ
ゼ
）
初
出
・
昭
和
六
年
（
『
底
本
柳
田

国
男
集
」
第
二
十
巻
）

（
８
）
小
泉
道
二
万
葉
集
』
に
存
す
る
訓
注
に
つ
い
て
」
二
光
華
女
子

大
学
研
究
紀
要
」
二
九
号
．
一
九
九
一
年
）
に
語
注
・
釈
義
注
と

す
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
仮
名
表
記
に
置
き
換
え
る
な
ど

訓
み
と
関
わ
る
も
の
を
広
く
採
り
上
げ
た
。
な
お
、
家
持
の
訓
注

に
つ
い
て
は
拙
稿
「
大
伴
家
持
の
訓
注
表
現
ｌ
『
万
葉
集
』
巻
第

十
九
・
四
一
六
八
の
「
毎
年
」
と
「
と
し
の
は
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
河

添
房
江
編
『
古
代
文
学
の
時
空
』
翰
林
書
房
、
二
○
一
三
年
十
月
）

に
も
述
べ
た
。
併
読
を
請
う
。

（
９
）
岡
田
芳
朗
・
編
『
日
本
暦
日
総
覧
」
具
注
暦
篇
古
代
中
期
１
（
本

の
友
社
・
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
。

（
岨
）
こ
こ
に
、
神
武
天
皇
即
位
以
来
、
歌
を
も
っ
て
天
皇
に
仕
え
て
き

た
と
い
う
大
伴
氏
の
氏
族
意
識
の
一
端
を
見
て
取
る
こ
と
も
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
越
中
に
於
い
て
俗
語
を
歌
に
詠
み
込
む
家
持
に

つ
い
て
は
多
田
一
臣
（
一
九
九
四
）
、
猪
股
と
き
わ
（
二
○
○
○
）

の
各
参
考
論
文
に
学
ん
だ
。
「
ら
し
」
に
つ
い
て
は
清
水
章
雄

（
一
九
八
九
・
一
九
九
四
）
を
参
照
。

（
ｕ
）
清
原
和
義
「
大
伴
家
持
の
〃
奈
呉
の
海
診
考
」
『
武
庫
川
国
文
』

二
五
号
．
一
九
八
五
年
、
伊
藤
博
『
萬
葉
集
潅
注
九
』
（
集
英
社
．

一
九
九
八
年
）
、
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
第
六
巻
」
（
筑
摩
書
房
．

二○一○年）

（
吃
）
注
（
Ⅱ
）
に
同
じ
。

（
Ｂ
）
『
類
聚
名
義
抄
』
「
和
」
の
項
に
は
「
ヤ
ハ
ラ
グ
・
ア
マ
ナ
フ
・
ア

ヘ
モ
ノ
・
カ
タ
ル
・
ネ
ヤ
ス
・
ニ
コ
シ
・
ヤ
ハ
シ
ヌ
・
ヤ
ハ
ラ
カ
ナ
リ
・

ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
・
シ
タ
ガ
フ
・
カ
ク
ル
・
卜
、
ノ
ブ
・
カ
ゾ
フ
・
ワ
カ

ス
・
マ
ジ
フ
」
と
あ
る
。
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